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趣旨・目的 

フードバンクびわ湖と市が連携し、市内におけるフードロスの削減と生活困窮者への食料支援等を目的に、

今般、連携協定を締結することにいたしました。 

 更には集まった食料品の仕分けや配送等への作業に「ひきこもり」をはじめとした社会との関りが弱い方

の社会参加の場となる仕組みについても模索してまいります。 

 

日時・場所 

・令和２年６月１日（月） 11 時から 守山市役所応接室にて 

 

目指すはフードロス×食料支援×社会参加 

・市内ではこれまでからフードロス対策の一環として、家庭に眠っている食品をフードバンクびわ湖に提供

し、生活困窮者やこども食堂などに対し、食料配布を行っていました。 

・また、フードバンクびわ湖は新型コロナウィルスによる学校休校によって廃棄された給食食材についても、

地元 JA やコープ滋賀などの協力を得る中、集約。一部は市民ボランティアや市社会福祉協議会、市が連

携する中、生活困窮者への弁当や食材の提供を行ってきました。 

・これらを契機として今般、連携協定を締結することといたしました。今後は更なる推進策として、各自治

会からの食料提供（フードドライブ）の促進（地域活動の一環として、市の「『わ』で輝く自治会応援報償

事業メニュー」に位置付け）に努めるとともに、生活困窮者への安定的な食料提供や「ひきこもり」をは

じめとした社会との関りが弱い方の社会参加の場となる仕組みについても模索してまいります。 

・フードバンクびわ湖と市が持てる資源を共有・連携し、「環境側面からのフードロスの削減」、「生活困窮者

等への食糧支援」、「社会参加の場づくり」がより一層促進するよう努めます。 

 

 

 

『もったいない』を「笑顔」と「絆」に！ 

守山市とフードバンクびわ湖が連携協定を結びます。 

担当部署 健康福祉政策課 

担当者 犬丸 

電話 077-582-1123 

FAX 077-582-1138 

 

令和２年５月 29日 
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